
子どものやる気をくすぐる自然素材の研究

一士粉遊びの実践を通して－

陳恵貞

I研究目的

本共同研究の冒頭で「子どもと自然のかかわり」が希薄になってきているという指摘をした。

文明社会にもたらされた恩恵がある一方で、社会構造・家族構成の変化、特に自然環境の衰退な

ど子育て環境の劣悪化が著しいことは否めない。このような現状を無視して、単に自然回帰とい

うのは空論に過ぎない。しかしながら、自然環境の大切さを唱える知見、例えばルソー(1762)の

自然は教育の一環として必要であること、モンテッソーリの「自然からの宿題」（相良,1985;相良

ら,1990)のとらえ直しは今なお重要である。自然が大人に課す宿題は、子どもの発達や自立を支

援する環境を整えることである。都市化が著しく進行し、豊かな自然環境が望めない教育・保育

環境の中であるが故に、筆者らは子どもたちに自然素材を提供し、工夫された環境において、子

どもたちの「敏感期」lに寄り添い、発達を促すことができるようにしなければならない。この

敏感期を見極めて、子どもが自由に自発的に発達課題に取り組めるような適切な環境設定をし、

働きかけをすることは保育者の責務であると考える(陳,1992)。これが子どものやる気につなが

るのである。ここでまず本論文のテーマにある「やる気」について説明したい。宮本（1993）に

よれば、「やる気は、心理学では達成動機として研究されている。達成動機とは、その文化におい

て優れた目標であるとされる事柄に対して、卓越した水準でそれを成し遂げようとする意欲をい

う」2ことである。よって、やる気は目標を達成する際に欠かせない要因の1つと考えられる。

また、保育者が子どもに働きかける際に、モチベーションをあげることによって引き出されるも

のでもある。「やる気」とは、子どもが自発的・能動的に行動する+:台である。なお、本論文での

「やる気」は意欲・動機づけ.達成動機など子どもの自発的な行動や次への活動につながる思い

のことを指す。そして、「やる気をくすぐる」という用語について、本共|司研究において用いた自

然素材の多様な変化であり、魅力的な教材であることから、敢えてこのように表現する。

一方、『幼稚園教育要領』3や『保育所保育指針｣では発達側面について、ともに「健康｣、「人

間関係｣、「環境｣、「言葉」及び「表現」の5領域から構成されている。子どもの自然とのかかわ

り方を深める工夫によって、心が安らぎ、豊かな感情、好奇心、思考力、表現力の基礎が培われ

ることのできる自然素材（5領域の内容を包括できるような教育・保育教材）を見つけることが
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